不等流計算
　　不定形断面（河床データ）の不等流計算を行います。
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――　断面データと流量データを作成します。
――　不等流計算を行います。
――　不等流計算書の表示・出力をします。
――　計算結果を河川横断測量の距離標データへ転送します。
――　平均河床高計算書の表示・出力をします。
――　不等流計算の終了
1． データ 作成
　　　　横断面データと流量データを作成します。
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――　横断面データの座標を入力します。
――　横断面入力データの修正・出力をします。
――　横断面を断面グラフィックスで確認します。
――　各断面の流量と粗度係数を入力します。
――　入力データの修正・出力をします。
――　データ作成の終了
１－１．横断面データ 作成
       下流断面から追加距離の順に入力してください。

　　　　　入力方法は、　「 河川測量 等流計算 断面データ作成 」 を参照してください。
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１－２．流量データ 作成
　　　　各断面の流量と粗度係数を入力します。
　　　　測点データのリストボックスに横断面データの

　　　　測点名が表示されますので、上から順番に測点名を

　　　　マウスでクリックして、その断面の流量と粗度係数を

　　　　入力してください。

　　　　測点ごとに「書き込み」してください。

　　　　全ての測点を入力したら、「終了」で入力を終了します。
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---　データの一括作成

　全ての断面の流量と粗度係数が同じ値の場合、又は同じ値で作成して違う部分の
データを修正した方が早い場合に使用してください。
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---　距離標データを使用する
河川横断測量で作成された距離標データの計画流量と祖度係数を使用します。
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２. 不等流計算

　　　標準逐次法により水位を計算します。

　　　　タイトル名　――　現在洪水位等のコメントを入力してください。

　　　　計算条件

　　　　　　・　エネルギー補正係数（α） ： 1.00 ～ 1.10

　　　　　　・　重力加速度（ｇ）　　      　： 9.80665 m/S^2
　　　　　　・　計算精度　　　　　　　　    ： 任意

　　　　　　・　計算開始水位　　　　　    ： 最下流の断面の水位を

                       　　　　　　　　　指定します。（固定）

計算開始水位は、最下流の２断面を取り出して

「不定形断面の等流計算」を行って決めてください。
　　　　 「計算開始」 ―― 計算を開始します。

　　　　計算過程

　　　　　　　　常流　　　　フルード数（Ｆｒ） <　1.00  … 下流から上流へ追跡

　　　　　　　　限界流  　フルード数（Ｆｒ） =　1.00 　…　計算が収束しない場合、限界水深に置き換えます。

　　　　　　　　射流　　　　フルード数（Ｆｒ） >　1.00 

　　　　計算結果

　　　　　　計算が正常終了すると

　　　　　　　・計算水位は、横断結果ファイル（K_OudanKekka.sav）の測点データの欄へ書き込まれます。

　　　　　　　・計算水位を基に、平均河床高の計算を行います。
３. 計算書表示・出力

　　　不等流計算書（A4縦版：K_Hutouryu_Tate.txt）の表示・出力をします。

現場フォルダ内に（A4横版：K_Hutouryu_Yoko.txt）も有ります。
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４. 計算結果を距離標データへ
不等流計算結果を「河川横断測量」の距離標データファイルへ
転送します。

　　　　転送データは

　　　　　　・　計画高水位（現在洪水位）

　　　　　　・　高水流量,
　　　　　　・　粗度係数
　　　河川の計画高水位が設定されていない場合、または設定を変更
したい場合に有効です。
　　　転送する水位の桁を指定してください。「転送開始」で転送されます。

　　　旧距離標データは、ファイル名（ K_KyorihyouDataOld.dat ）で保管されます。

５. 平均河床高表示・出力

　　　平均河床高計算書の表示・出力をします。

　　　計算式

　　　　　　基礎式　　　　S0・Δx + y1 + α・V1^2 / 2g = y2 + α・V1^2 / 2g + Sf・Δx + he
　　　　　　断面の水位　　Z1 = S0・Δx + y1 + z2
　　　　　　　　　　　　  Z2 = y2 + z2
　　　　　　摩擦損失　　　hf = Sf・Δx = 1/2 ( Sf1 + Sf2 )・Δx

　　　　　　　　　　　　　Z1 + α・V1^2 / 2g = Z2 + α・V2^2 / 2g + hf + he   より

　　　　　　総水頭　　　　H1 = Z1 + α・V1^2 / 2g

　　　      　　　　　　　H2 = Z2 + α・V2^2 / 2g

　　　標準逐次法基礎式    H1 = H2 + hf + he                  he : 渦損失 = 0

                    　　　上式が、計算精度以内になるまで繰り返し計算を行う。

　　　フルード数    Fr =　V / √(g・D)            V：流速

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　D：径深(A/B)













